
 

市指定有形文化財「薬師如来像」（等覚寺所蔵）の修理について（報告） 
 

令和７年度に実施した、市指定有形文化財「薬師如来像」（等覚寺所蔵）の修理について、下

記のとおりご報告します。 

 

１ 文化財概要 

 （１）所 在 地     千葉市若葉区高品町４７８ 

 （２）指定年月日     昭和３７年３月３１日 

 （３）所 有 者     等覚寺 

 （４）概   要     等覚寺の本尊であり、その姿は鎌倉時代後半から造像例の知ら

れる薬師如来像の一形式である。像内の墨書から、常鏡により

元亀２（１５７１）年に有力僧侶や国人勢力、在地の人々によ

って造立されたことがわかっている。 

 

２ 修理概要 

 （１）実 施 日  令和７年８月２７日（水）～令和８年３月３１日（火） 

（２）修理施工者  久保 暁子（扇屋文化財修復室） 

（３）修 理 内 容     

ア 解体 

像底蓋板の銅釘（後補）の除去を行った。  

   イ 清掃 

    表面に付着した油煙、土埃等を水、エタノール水溶液、植物性洗浄液を使い清掃した。

また、解体した蓋板に付着した接着用膠を除去した。  

   ウ 剥落止め 

頭髪の浮いた彩色に膠と塗布した。 

   エ 組み立て 

    像底蓋板を竹釘と可逆性エポキシ樹脂で接着した。  

   オ 矧目処理 

    矧目に木屎を充填した。 

   カ 補漆、漆箔 

    額の欠損部分に金泥、持物に漆箔を施した。  

   キ 補彩 

    彩色剥落部分に硝煙、汚し粉、膠、アクリル溶剤等の彩色材を用い補彩した。  

（４）修理後所見 

  明治 30～31（1897～1898）年に行われた修復で肉身部の金泥及び衣部の漆、像底蓋板

が施されており、虫損や木材腐朽、部材亡失などの損傷は見られない。頭体部は同材で割

首である。材の接着に麦漆を使用していることから明治の修理で解体している。体前面材

と背面材の胸と臀部に四角いホゾがあるが用途不明。衣の後補表面の下に漆箔層があるこ

とが確認できた。 
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